


2.思春期医学と保健の対応 

一つは,こうした動向を前提として,いわば思春期の心・身・社会的な発達にあやまちなき

を期し,次代の労働者を育てる守りの方向である。二つは,将来の日本社会を見通して,子ど

もの主体性の発達(自己実現)を中心に,創造性や愛と連帯にもおよぶより広い新社会基準

の設定をして,その子ども時代の発達完成期として思春期をとらえ,その支援として医学と

保健を位置づける建設的方向である。 


